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山口大学教職大学院始動！ 

平成 28 年春、山口大学教職大学院は産声を上げました。日々激しい変化の中にある現代にあって、子供たちのより

良い成長のために、そして山口県の教育に新たな風を吹かせるために院生・教員一同励んでいます。 

 一生懸命勉強している我々一人ひとりが灯す「小さな学びの光」が、「子供たちの未来を照らす光」となり、次代の

山口県教育に貢献する皆さんの「目印の灯」の一つとなれますように、との願いをこめてこの山口大学教職大学院ニュ

ースレター「学燈（がくとう）」を創刊します。 

 

 

教職大学院ニュースレター発刊に向けて 

教育学研究科長 岡村康夫 

 「教職大学院ニュースレター」発刊に際し、一言挨拶を申し上げます。本年度から国立大学法人は第三期中期目

標・計画期間に入ります。法人化以来、国立大学は 6 年ごとの中期目標・計画を立て、それに沿った独自の教育、研

究さらには地域貢献を推進することを求められています。そのなかでも特に教育学部は「地域密接型」の学部として

これまで以上に県や市町の教育委員会および学校現場と連携して、教員養成のみならず、山口県の教員の資質能力の

向上に寄与することが必要です。また今後、中央教育審議会答申に拠りますと、大学と教育委員会とは「教員育成指

標」を共有し、さらに養成・採用・研修の一体化を推し進めることとなると思います。 

本学におきましても、このような目標・計画の実現を目指して、平成 25 年度の大学の「ミッションの再定義」以

来の流れの中で、これまで平成 27 年度には学部改組（教員養成特化）、平成 28 年度には教職大学院設置と進めて参

りました。いずれも文部科学省主導の強力な改革推進の一貫であると言わざるをえない側面があります。ただ、制度

あるいは枠組みはこのように変革されてきていますが、これからその内実が問われる段階に入ります。学校教育現場

の課題は多岐に亘り、教員一人一人の資質能力の向上はもちろんのこと、「チーム学校」という言葉が象徴するよう

に、教育現場を支える体制造りが急務とされています。山口県では全国に先駆け、「山口県教員養成等検討協議会」を

立ち上げ、また「コミュニティ・スクール」の設置を進めて、教育現場の諸課題に応える方向を明確に打ち出してい

ます。本学の教職大学院もその一角を占める重要な責務を担っていると自負しています。 

ところで、この間、大学は「現場第一」という言葉を文部科学省や教育委員会等から突き付けられて来ました。今後、

大学が「いかなる立ち位置」において、この問いに答えるかが問われることと思います。確かに、現場の課題は現場に

入ることによってしか解決の糸口を見つけることができないということも真実です。ただ、逆にそれが結果として現場

に埋没することになっては何かを見つけられたとしても、それは「対処療法的な解」でしかないということもあり得ま

す。我々は現場との往還を繰り返すなかで、「より普遍的な解」を求める必要があります。そういう意味で、「現場との

連携と棲み分け」とにおいて、大学、特に教職大学院の果たす役割はますます重要となると思います。以上、簡単です

が、教職大学院設置の経緯とその使命について申し上げて、本ニュースレター発刊の挨拶に代えさせて頂きます。                         

（平成 28 年 初秋） 



なぜ、今、教職大学院なのか 

教育学部副学部長  和泉 研二   

 学校現場では、日々様々な問題が生じるだけでなく、学ぶ意欲の低下・規範意識や自律心の低下・社会性の不足・い

じめや不登校など一朝一夕には解決し難い問題も抱えています。時には、学校の機能が停止するような重大な危機に直

面したりすることもあります。それらの解決には、教員個人の力だけでなく、学校が組織的に取り組むことや、保護者

や地域住民、教育委員会など関係機関との連携も必要となります。それらの諸課題の解決を目指し、その中心となって

適切に対処できる力こそが、専門職としての教員に求められる資質能力です。 

 では、そのような資質能力を備えるには、どうすればよいのでしょうか。それにはまず、現場を知ることが何よりも

重要です。学校において現場での仕事に従事しながら、管理職や先輩教員から教職に必要な知識・技能・態度を学んで

いく過程（On the Job Training、OJT）を抜きにして、教員の成長は望めません。 

 一方、現場で起こっている目の前の現象のみにとらわれ、方向性や論理性を見失い、場当たり的な対応のみを繰り返

すような教員では、心もとない限りです。多くの先行研究や事例研究に支えられた理論から学び、理論と照らし合わせ

ながら、解決していくことが求められます。そのためには、多忙な学校現場から一歩離れた次元から現場の諸問題を捉

え最適な解決法を探っていく学びの過程（Off the Job Training 、Off -JT））も重要とされています。 

 私たちは、真に現場の課題解決に資する実践力を備えた教員を育成するためには、OJT と Off -JT を往還し、実践と

省察とを繰り返し成長すること、つまり現場での OJT と大学での Off -JT を融合させた状態で自己発展（On the Job 

Development（OJD））できるシステムが、最も効果的な教員養成システムと考えます。現在、それを実現できるのは

教職大学院のみです。 

 教員の大量退職の時代を迎えた今、特に実践力に優れたミドルリーダーと若手教員の養成が急務ともなっています。

そこで山口大学では、山口県教育委員会、各市町教育委員会ならびに地域の拠点校等と連携しながら、現職教員ならび

に学部新卒者に対し、OJD による教員養成が可能なシステムを持つ教職大学院を設置しました。 

 教職大学院は、中央教育審議会の答申においても、「高度専門職業人としての教員養成モデルから,その中心に位置付

けること」とされています。教職大学院の役割は、今後ますます重要なものになっていくでしょう。 

山口大学教職大学院の特徴 

教育実践高度化専攻長  佐々木 司 

山口大学の教職大学院は「コミュニティ拠点方式」を採用しています。これは、学生が個人として成長したり、原

籍校や実習校に利益をもたしたりすることにとどまらず、より広範な学校や先生方、教

育関係者に望ましい影響を及ぼす有為な人材に成長してもらうことを願った上で導入し

た制度です。山口大学は県内の教員養成系大学の中心的存在として県内にネットワーク

を構築していますが、教職大学院はその中核を担う存在です。教員も、県内各地の教育

機関等に出向き、学生の指導を通じて広く山口県教育の発展に貢献してまいります。専

門職大学院の学びは、「現場」や「実践」を重視しています。ただし、現場で起こって

いる事象にとらわれて論理性を見失うこと、基礎研究や理論を軽視することがあっては

ならない。私たちは、そう考えています。真に現場の課題解決に資する実践力を備えた

教員やスクール・リーダーたる人には、先行研究を踏まえた上で理論化される精緻な実

践遂行力と、自己や組織を客観的に見つめることのできる鋭い省察力が欠かせません。

したがって、現場でも理論を、理論研究でも実践を常に意識するよう心がけています。

たしかに「修士論文」は課しませんが、理論と実践を往還した上で実践研究を行い、その成果を口頭で発表するこ

と、それを踏まえて報告書を作成することは必須です。私たちは、単に現場に出向くだけの甘い集団などではありま

せん。学生も教員も、試されているのです。 



 

山口大学教職大学院のカリキュラム 

山口大学教職大学院の教育課程（カリキュラム）について紹介します。 

(1) 学校現場での課題解決プロジェクト型研究を核に、理論と実践の融合を図る科目開設 

本教職大学院では、学校課題を学際的に捉え、課題解決に向けて大学院教員等と協働して取り組む実践研究が基本

となります。そこで、学校教育における「実践と理論の融合」を重視した授業科目の開設や配置を行っています。                   

(2)山口県唯一の教職大学院として、デマンドサイドのニーズに応える科目開設 

 本教職大学院では、山口県・市町教育委員会等との連携協働や「Win-Win の関係」を重視し、山口県内の学校や地

域が抱える教育課題や山口県教育の先進的・革新的取組等を取り扱う授業科目や、教育行政研修を積極的に活用する授

業科目を取り入れています。 

(3)２コースの「違い」や院生個人の「状況」を大切にする科目開設や運用 

 本教職大学院では、現職教員院生と学部卒院生の「違い（知識技能、教職実践や経験、課題意識等）」や、院生個人

の「状況（学校、居住地、キャリア形成上の目標、職能発達課題等）」をふまえたオーダーメイド型学修を大切にして

います。 

(4) 大学院総がかりで課題解決プロジェクト型研究を支援する科目開設と運用 

本教職大学院では、大学院教員（研究者・実務家教員）による T・T の授業、少人数編成に複数教員が関わる授業、

横断的・合科的運用を行う授業や院生と全教員による研究会の開設等、「チーム山口大学教職大学院」としての授業開

設や運営を行っています。 

 

山口大学教職大学院 教員紹介（自己紹介・担当科目・教職大学院の魅力） 

山口大学教職大学院 14 名の専任教員が教職大学院の魅力を紹介します。（50 音順で紹介） 
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  √⌂═ ≤⇔№⅝  

 ⌐ ⇔≡ 23 ∟╕⇔√⁹ ≤ ╩ ≤⇔≡™╕∆⁹

╕≢ⱷ♃ⱨ□╩ ╛ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ─ ≢⇔√⅜⁸ ≢│⁸

─ ─כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻⁹∆╕™≡⇔╙ ⌐╙ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 ₈ ה ─ ≤ AהB₉₈☻◒כꜟ◌►fi☿ꜞfi◓─ ≤ ₉ 

₈ ה ₉  

⅜ ⅎ╢ 

─ 

 

 

─ ⁸│≢☻כ◖ ⌐ 2 ∫≡⁸╕↕⌐ ╩

∆╢ ≢⁸ ─ ─ ╩ ∆╢≤™℮⁸ ─ ≢ ╩ ∫≡™ↄ≤™℮

≢⁸ ⌐ ™ ≠↑⅜ √╣╕∆⁹ ≢│⁸ ≤™℮ ╩⁸

⌂ ⌐ ╢↓≤╙⌂ↄ⁸ ─╖⌐ ∆╢↓≤⌂ↄ⁸ ≤─ ™ ⅛╠⁸

─ ╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

  ┤∂⅛╖ ╕╝╖  

 ⅜ ⅝⌂ ≢∆⁹ ─ ⌐ ∫≡ ≢∆⁹ √∟─ ┘

≤ ∟╩ ∆╢√╘─ ╛ ─ ╡ ⌐≈™≡ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

 ₈ ₉₈◐ꜗꜞ▪ ₉₈ ₉  

 

⅜ ⅎ╢ 

─ 

 

 

≤ ╩ ∆╢ ≢⁸ ─ ≤⇔≡─ ╡ ╩ ≈╘╢↓≤⅜≢⅝⁸ ┬═⅝

╩ ╠⅛⌐≢⅝╢≤↓╤≢∆⁹╕√⁸ ≢ ⇔⌂⅜╠⁸ ⅜ ⅎ╢ ╛

⅜◐ꜗꜞ▪ ╩ ∫≡™ↄ ≢─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ™∞∆↓≤⅜≢

⅝╢≤↓╤≢∆⁹ 

 

 



  ╕ⅎ∞ ⇔╞℮┼™  

 ⁸ ( ה )⁸ ( ה )⁸

⁸ ╩ ≡ ─ ⌐ ↕∑≡™√∞™≡⅔╡╕∆⁹₈╒∫≤↑╪⇔╜℮⇔

≈₉⌐≡₈╟╤∏ ₉─ ╩ ⁸ ↕∑≡™√∞⅝╕⇔√⁹ 

 ₈ ─ ≤ ₉₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ⁸ ♦◙▬fi≤ A₉  

 

⅜ ⅎ╢ 

─ 

 

╩ ┘⁸ ─ ↑╩╙╠™⌂⅜╠₈ ₉⌐∂∫ↄ╡≤ ╡ ╗↓≤

⅜≢⅝╢⁹↓─↓≤⅜ ─ ≢№╡⁸↓─₈ ₉─ ⅜ ≢─

╩ ╘⁸ ┼─ ╩ ™≡™ↄ ╩ ∫≡™╢≤ ∫≡™╕∆⁹ 

  ╕ⅎ│╠ √⅛⇔  

ה  ⁸ ⁸ ╩ ≡ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹

│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≢⁸ ╛

⌂≥╩ ⌐⁸ ≡⇔≥ⱶכ♅⅜ ↄ√╘─⇔ↄ╖⌐≈™≡ ⇔≡™╕∆⁹ ─

╩ ⇔⁸ ⅜ ⱶ≤⌂∫≡⁸כ♅─≈ ╩ ⇔⁸↕╠⌐ ∆╢√╘─◦

☻♥ⱶ≠ↄ╡╩╘↨⇔≡™╕∆⁹ 

 ₈ ₉₈◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ─ ≤ B₉  

 

⅜ ⅎ╢ 

─ 

 

 

≢│⁸ ⌐⅔↑╢ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ─ ╛ ─ ╘ ⌐≈™≡⁸

─ ╩ ⇔⌂⅜╠⁸ ⌐ ⅎ╕∆⁹╕√⁸ ╛ ⁸ ╩

⇔⌂⅜╠⁸ ─ ─ ↕╪⌐ ≢ ╘╠╣╢ ⅜ ⌐ ↄ╟℮⁸

⌐ ↑√ ╙⇔≡™╕∆⁹ 

  ╕≈⅔⅛ ╟⇔⅝  

 ™∂╘ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ╘≡™╕∆⁹ ≤ ≤╩ ↕∑√

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔⁸ ≢─ ⌐ ╡ ╪≢™╕∆⁹ ┘⌐ ⌂⇔⁸ ₁

∆╢ ≢!  

 ₈ ─ ≤ AהB₉₈ ─ ≤ ₉₈ ─ ≤ ₉ 

₈ ─ ≤ ₉  

⅜ ⅎ╢ 

─ 

 

 

╩ ⌐⁸ ─ ╩ ™⁸ ꜠ⱬꜟ─ ╛ ╩ ≢⅝╢ ╩

╪≢™╕∆⁹ │⁸₈ ⅝⌂ ⁸ ↕⌂ ⁸ ⇔™ ₉─ ⅎ≢⁸ ≤│₈ ₉

─ ╩ ⅜↑≡™╕∆⁹ ≤ ─ ╩ ∆═ↄ⁸ ה ⌐ ╦╣╢

ה ⌐╟╢ ⌂ ⅜⁸♄▬♫Ⱶ♇◒⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ 

  ╦™∏╖ ↑╪∂  

 ─ ─ ≢∆⁹ ⌐ ≡ ⌐⌂

╡╕∆⅜⁸∕─ │ ⌐№╢ ⌐™╕⇔√⁹

─ ╙ ⇔╕⇔√⅜⁸⅔∕╠ↄ│⁸ ─ ─ ─ ─ ≢│⁸

⅛⌂╡ ⌂ ╩ ∫√ ╦╡ ≢∆⁹ 

 ₈ ─ ≤ ₉₈ ₉  

⅜ ⅎ╢ 

─ 

 

₈ │ ≢ ≈₉≤ ⇔≡™╕∆⁹ ─ │⁸ ╛ ─

≤╙ ⇔⌂⅜╠ ⌐ ╩ ╡ ∆₈ ₉╩ ⇔≡™╕∆⁹

↓─◦☻♥ⱶ↓∕⁸ ─ ⅝⌂ ≤ ⅎ╢≢⇔╞℮⁹ 



 

教職大学院の実習の特徴とねらいとは 

 

(1) 学校実習でのねらい、期間、内容 

 学校実習においては学校現場における教育活動や教員業務を総合的に体験し、その実践・考察の中で教員としての

資質能力を高めるものであり、１年前期から２年前期にかけて実習科目として３科目開設しています。院生は一定程

度の長期期間にわたり教育実習校に滞在し、各教科領域や個別の教育指導にとどまらず、全ての教育活動や教員業務

を体験し、学校の教職員集団の一員として従事することになります。学校実習をとおして、組織体としての学校のあ

り方を学び、マネジメントサイクルを実体験し、一教員としての役割と責任、同僚性、協調性や連帯感を学ぶことに

なります。 

 また、学校実習は、実習校教員の実践の参観、教員等からの指導助言や自らの教職実践と省察等を重ね、実践と理

論をつなぐ場、それぞれが取り組む課題研究に関連する比較研究、調査研究、情報収集や研究協議等を行う研究の場

でもあります。 

(2) 学校実習にかかる４種類の連携協力校 

本教職大学院には、課題研究や教育実習等の実施にあたり４種類の連携協力校があります。学校経営コース院生の

現任校が「学校課題研究校Ⅰ」、教育実践開発コース院生が主に学校実習を行う学校が「学校課題研究校Ⅱ」、各種

研修行事等の活用や大学教員等から日常的に指導助言が受けられる学部附属学校が「先進的課題研究校」、授業研

究、学校課題探求やコミュニティ・スクール等先進研究の場となる公立校が「教育実践協力校」です。本教職大学院

では、大学と教育委員会、これらの連携協力校を効果的にリンクさせ、カリキュラムを充実深化させていきます。 

(3) 教育実践開発コースの学校実習の特徴的な取組 

 山口大学教職大学院の教育実践開発コースでは、４月から毎週２日、終日の学校実習が設定されています。入学前面

接で、研究テーマや保有免許教科などを確認し、実習校として相応しい学校を山口市教育委員会と連携して選定しま

す。４月の早い段階から学校実習に参加することで、新学年の組織づくりや運営など学校現場の教員としての指導の様

子を、通年で観察・体験することができます。また、朝のあいさつ運動に始まり、放課後の部活動まで、学校の一日を

体験することで、実際に教職に就いた際の楽しさや課題も、肌で実感することができます。 

 実際に授業を実施するのは、１年生前期と後期、２年生前期で、それぞれ５教材程度です。指導案作成に当たっては、

例えば、火曜日に実習校の指導教員とともに指導案を検討し、水曜日に実地授業をするなどとしています。授業後には、

実習校の指導教員と大学教員と共に振り返りを行い、授業改善のポイントをつかみます。このように、年間を通じて授

業準備と授業実践を一定のサイクルで実施することで、授業力が確実に高まります。 

 

 

【編集後記】 

 山口大学教職大学院ニュースレターの記念すべき創刊号編集を担当するということで、非常に重い責任を感じると

ともに、みなさんに山大教職大学院の理念や特徴、そして目指すべき姿を知っていただける大きなチャンスだとも感じ

ました。今回の編集作業を通して、教職大学院の先生方が目指しておられることや、我々に求められていることなどに

ついても再確認することができました。 

 今後も、教職大学院の授業や院生の学びの様子についてお知らせしていきたいと思います。教育現場で出会う子供た

ち、そして山口県教育の更なる発展のために、全力で突き進む私たちの学びの姿を少しでも多くの人々に知っていただ

けたら幸いです。                    

  （平成 28 年初秋  編集部一同） 


